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内容

新興住宅地として開発が進んだ大森・山王と、丘と谷が複雑な地形を織りなす馬込。大正末か
ら昭和にかけて、この一帯に多くの文士や芸術家たちが移り住むようになり、後の【馬込文士
村】となったのはみなさんよくご存じの話。そこに集う文士たちが互いの家を行き交い酒を酌
み交わしては文学談義に花を咲かせ、麻雀やダンスに相撲、果ては離婚騒動まで！文士たちの
生き生きとした人間味あふれる姿に思いをはせながら彼らの作品に親しんでみては。


